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通 期 業 績 予 想 修 正 に 関 す る お 知 ら せ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、本年７月１０日の中間期決算発表時に公表した平成１９年

１１月期通期（平成１８年１２月１日～平成１９年１１月３０日）の業績予想を下記の通

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 19 年 11 月期通期業績予想数値の修正（平成 18 年 12 月１日～平成 19 年 11 月 30 日） 
（連結）                          （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） １４０，５００ １，９００ １，８００ ６３０

今回修正予想（Ｂ） １３９，９００ １，４１０ １，４１０ ３０３

増減額（Ｂ－Ａ） △６００ △４９０ △３９０ △３２７

増減率（％） △０．４％ △２５．８％ △２１．７％ △５１．９％

（ご参考）前期実績

（平成 18 年 11 月

期通期） 
１３５，５０５ ２，５９４ ２，６４３ １，０５１

 
（単体）                          （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ９６，５００ １，０００ １，０００ ４５０

今回修正予想（Ｂ） ９５，５００ ５００ ６００ １０２

増減額（Ｂ－Ａ） △1，０００ △５００ △４００ △３４８

増減率（％） △１．０％ △５０．０％ △４０．０％ △７７．３％

（ご参考）前期実績

（平成 18 年 11 月

期通期） 
９３，７２８ １，５２７ １，６１７ ８１５



 
 
２．修正の理由 

売上高は、専用便運送の稼動が伸長したものの、主に保管貨物や共同物流が伸び悩ん

だことから、前回発表予想を下回ることを見通しております。 
利益面についても、売上高の未達により下半期に計画していた合理化改善施策が遅れ

ました。また、営業所統廃合と繁忙期の過度な貨物集中の結果、臨時運送費用等の増

加が利益を圧迫し、営業利益１４億１０百万円、経常利益は１４億１０百万円、当期

純利益については３億３百万円と、前回発表予想を下回る見込みであります。 
 

（注）上記の予想は、本日現在における入手可能な情報および業績に影響を与える不確実な要因

に係る仮定を前提としており、実際の業績は様々な要因で予想と異なる結果となる可能性が

あります。 

 
以  上 

 


